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【
要
約
】
　
私
は
、
一
九
六
三
年
秋
、
戦
後
初
め
て
韓
麺
を
訪
問
し
、
新
出
の
考
古
学
資
料
を
見
て
き
た
。
概
要
を
帰
園
直
後
の
史
学
研
究
会
十
二
月
例
会

で
報
告
し
た
。
そ
の
う
ち
、
初
期
金
属
文
化
に
関
す
る
話
題
の
中
か
ら
興
味
深
い
も
の
を
選
ん
で
ま
と
め
た
の
が
本
小
篇
で
あ
る
。
永
同
楡
田
里
支
石
墓

か
ら
特
殊
な
出
か
た
を
し
た
磨
製
石
剣
・
石
鐡
・
石
斧
。
金
海
端
漢
墨
支
石
墓
か
ら
銅
利
器
の
破
片
と
一
緒
に
出
た
極
端
に
形
式
化
の
磨
製
石
剣
。
扶
島

島
華
墨
の
石
室
内
に
共
存
し
た
銅
剣
、
細
文
鏡
破
片
及
び
飾
玉
。
全
南
霊
岩
出
土
と
伝
え
る
剣
・
父
・
繋
・
斧
・
鉤
の
錯
箔
群
。
こ
れ
ら
の
注
目
す
べ
き

資
料
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
四
八
巻
　
二
号
　
【
九
六
五
年
　
一
　
月

1

　
韓
国
史
学
者
の
集
り
で
あ
る
震
檀
学
会
か
ら
、
梅
原
末
治
博
士
に
随
伴
し

て
来
嘉
し
第
工
次
世
界
大
戦
後
に
繊
辞
し
た
考
古
学
の
資
料
を
み
る
よ
う
に

と
の
招
待
状
を
う
け
と
っ
て
、
私
が
十
八
年
ぶ
り
に
半
島
の
土
を
踏
ん
だ
の

は
、
一
九
六
三
年
十
月
五
硝
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
梅
原
博
士
は
事
情
が
あ
っ

て
行
か
れ
な
か
っ
た
が
、
私
は
一
ケ
月
滞
在
し
て
十
一
月
五
日
に
帰
国
、
そ

囁
の
間
、
大
半
を
ソ
ウ
ル
市
で
す
ご
し
、
国
立
博
物
館
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
博
物

館
、
高
麗
大
学
校
博
物
館
を
訪
ね
て
、
新
禺
の
資
料
を
見
せ
て
も
ら
い
、
あ

る
い
は
発
掘
談
を
き
き
、
あ
る
い
は
調
査
研
究
の
経
過
を
聞
い
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
二
十
年
に
近
い
歳
月
が
た
っ
て
い
る
の
で
、
動
乱
や

政
情
不
安
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
間
に
娼
た
考
古
学
の
資
料
は
野
し
い
。

限
ら
れ
た
私
の
滞
在
臼
教
の
あ
い
だ
に
そ
れ
ら
を
消
化
す
る
こ
と
は
む
ず
か

し
い
と
、
初
め
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
幸
い
博
物
館
の
人
達
は
、

私
の
関
心
の
む
き
そ
う
な
部
門
の
資
料
を
用
意
し
て
ま
っ
て
い
て
く
れ
た
。

そ
れ
は
、
石
器
時
代
か
ら
金
属
文
化
初
期
に
か
け
て
の
遺
物
で
あ
っ
た
。
か

よ
う
な
好
意
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
最
も
能
率
的
に
仕
事
が
で
き
た
と
、
私

は
感
謝
し
な
が
ら
帰
っ
て
き
た
。
本
小
篇
で
は
、
そ
の
う
ち
の
初
期
金
属
文
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化
に
関
す
る
資
料
の
一
説
を
紹
介
し
、
考
察
を
試
み
る
．

　
紀
…
草
に
あ
た
り
、
私
は
、
国
立
博
物
館
の
金
載
元
館
長
以
下
の
館
員
諸
氏
、

の
配
慮
に
対
し
、
心
か
ら
謝
意
を
表
明
し
た
い
。
ま
た
、
本
篇
の
挿
図
に
つ

い
て
は
吉
本
舞
俊
氏
の
助
け
を
う
け
た
こ
と
を
明
記
し
感
謝
す
る
。

　
な
お
、
ソ
ウ
ル
市
の
崇
実
大
学
の
金
良
善
教
援
に
対
し
て
、
感
謝
の
意
を

表
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
金
良
善
教
授
は
、
初
期
金
属
文
化
に
関
す
る
貴
重

な
蒐
集
贔
の
一
部
を
、
私
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
展
示
し
て
く
れ
ら
れ
た
。

そ
の
中
に
、
剣
・
父
・
馨
・
斧
・
父
な
ど
銅
利
器
の
鋳
型
が
含
ま
れ
て
い
て
、

私
を
驚
嘆
さ
せ
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
本
文
4
節
に
記
す
。
こ
の
コ
レ

ク
シ
琢
ン
を
見
学
す
る
こ
と
に
つ
い
て
配
慮
を
た
ま
わ
っ
た
高
麗
大
学
校
の

金
廷
鶴
教
授
お
よ
び
ソ
ウ
ル
大
学
校
金
禽
龍
教
授
と
、
通
訳
の
労
を
と
ら
れ

た
自
立
博
物
館
員
李
蘭
暎
嬢
に
も
厚
く
お
礼
を
申
述
べ
た
い
。

2

　
韓
国
で
は
、
偶
然
発
見
さ
れ
る
埋
蔵
文
化
財
は
地
方
庁
経
由
で
国
立
博
物

銘
に
と
ど
け
る
よ
う
に
、
法
的
に
き
め
ら
れ
て
い
る
。
出
土
状
況
な
ど
に
関

す
る
調
査
書
を
添
え
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
考
古
学
的
資
料
と
し
て
充

　
　
　
①

分
役
立
つ
。
そ
し
て
ま
た
、
同
博
物
館
の
専
門
家
に
よ
る
計
画
的
調
査
を
誘

い
、
重
要
な
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
例
も
す
く
な
く
な
い
。
私
が
同
感
に
通

っ
て
調
査
し
た
資
料
と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
ま
ず
提
供
さ
れ
た
資
料
は
、
磨
製
石
剣
と
そ
の
伴
出
遺
物
で

あ
っ
た
。

　
第
一
表
は
、
国
立
博
物
館
で
見
た
二
十
九
本
の
磨
製
眉
剣
に
つ
い
て
、
形

式
と
分
布
の
関
係
、
患
土
遺
跡
の
構
造
と
伴
出
遺
物
を
示
す
た
め
に
、
私
が
前

　
　
　
　
　
　
②

に
試
み
た
分
類
に
よ
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
影
響
　
段
柄
式
（
切
嵩
）

が
十
五
本
、
慰
書
二
段
柄
式
（
切
H
げ
）
が
十
本
、
輪
回
二
段
講
式
（
切
討
）
が

一
本
で
あ
っ
た
。
頃
麟
は
、
忠
清
道
、
全
羅
道
、
慶
尚
道
に
わ
た
っ
て
分
布

し
、
主
と
し
て
錦
江
流
域
と
洛
東
江
流
域
に
集
ま
る
。
蛍
σ
は
、
忠
清
道
、

慶
尚
道
の
ほ
か
、
京
畿
道
と
江
原
道
に
も
分
布
す
る
。
た
だ
一
例
の
b
d
蜜

は
、
忠
清
南
道
礼
山
郡
古
徳
蒲
の
出
土
で
あ
る
。
以
上
の
分
布
状
態
は
、
か

つ
て
私
が
懲
朝
鮮
磨
製
石
剣
の
研
究
』
の
な
か
で
指
摘
し
た
「
石
剣
の
形
式

　
　
③

と
分
布
」
の
関
係
を
、
　
…
層
確
実
な
も
の
と
す
る
。
ま
た
出
土
三
跡
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
み
る
と
、
　
「
埋
葬
鉱
の
種
類
と
石
剣
」
の
組
み
合
せ
に
関
す
る
か
つ
て
の

私
の
見
質
を
改
訂
す
る
必
要
は
な
い
が
、
原
状
が
判
明
す
る
限
り
で
は
、
支

石
慕
か
ら
の
例
が
大
巾
に
増
加
し
た
。
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第
闘
士
遺
　
跡
　
の
　
飯
　
在

京
畿
・
水
原
雑
草
西
洞

京
〃
　
甲
州
郡
二
東
面
場
岩
洞

　
〃
　
平
沢
細
浦
什
面
遠
井
洞

江
原
・
演
州
郡
注
文
津
琶
瀧
文
鬼

忠
北
・
沃
娼
郡
沃
川
邑
長
夜
里

〃〃〃〃〃〃ク
清
原
都
南
二
潤
陽
村
婁

清
療
郡
文
義
面
九
龍
里

三
岳
郡
梅
谷
面
楡
田
里

三
川
郡
清
風
面
黄
石
璽

〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
〃

ク
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
ク

〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
〃

忠
南
・
天
安
市
斗
西
里

〃ク〃〃〃
欝
川
郡
文
山
面
文
章
黒

青
陽
郡
青
陽
顕

大
徳
郡
懐
徳
面
瓦
洞
里

礼
山
郡
古
徳
面
夢
谷

樋
北
・
長
水
郡
長
水
面
火
戒
盤

　
〃
　
金
堤
郡
金
塁
塞
龍
点
点

遺
跡
の
難
礪
聖
紫
黒
遺
物
一

支
石
墓

支
石
墓

支
石
堪

支
石
墓

住
贋
堆

竪
穴
式
石
室
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石
鑑
三
、

石
厳
四
、

石
鑑
八
、
石
斧
一
、

石
鐵
六
、

石
鑛
一
〇
、

石
鎌
　
二
、
土
器
一
、

石
鐵
、
石
庖
丁
、
挟
入
石
斧

眉
鑛
二
、
土
器
片

文

献

糧
歴
史
学
報
』
…
二

　
以
上
の
う
ち
か
ら
、
特
殊
な
鵠
土
状
態

を
示
し
た
「
永
同
楡
…
田
璽
支
石
墓
の
特
異

　
　
　
　
　
　
⑤

の
構
造
と
副
葬
晶
」
ま
た
、
極
端
に
形
式

化
し
た
石
剣
の
代
表
例
と
し
て
「
金
海
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

漢
里
支
石
墓
の
出
土
晶
…
」
を
紹
介
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。
と
も
に
ソ
ウ
ル
大
学
校
の

金
元
龍
教
授
の
論
文
に
よ
る
。

　
忠
清
北
道
二
十
郡
梅
谷
韻
楡
田
里
は
、

錯
江
を
最
も
上
流
に
猛
っ
た
と
こ
ろ
、
そ

こ
に
あ
る
支
石
墓
の
一
基
か
ら
、
一
九
五

九
年
に
、
二
本
の
じ
ご
麟
形
式
の
磨
製
石
剣
、

八
本
の
磨
製
石
馬
、
　
一
本
の
磨
製
石
斧
が

発
見
さ
れ
た
。
こ
の
支
石
墓
の
地
上
構
造

は
、
高
さ
二
米
の
巨
大
な
塊
状
の
蓋
石
と
、

低
く
小
さ
い
支
石
と
か
ら
な
る
典
型
的
な

南
鮮
式
碁
盤
形
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

地
下
に
四
麟
の
板
石
の
瀬
が
あ
っ
て
、
　
一

番
上
の
板
石
暦
と
二
番
昌
の
板
石
麿
の
問

か
ら
石
鍬
八
本
が
、
ま
た
第
二
暦
と
第
三
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〃
　
錦
山
郡
秋
富
日
量
大
里

　
〃
　
二
等
郡
製
城
面
漁
梁
豊

頃
南
・
谷
城
郡
立
面

慶
北
・
青
松
郡
巴
川
纈
徳
瑚
塁

　
〃
　
盈
徳
郡
倉
水
顧

慶
雲
・
蔚
由
市
新
亭
里

　
〃
　
三
千
浦
市
竹
林
洞

　
ク
　
金
海
郡
長
臆
面
茂
渓
璽

　
〃
　
贔
原
可
溶
東
酒
城
目
黒

支　支
石　石
墓　歳

切bj切切tdゆζd切切同　H　回　H　同　ト司　一　囮　圃
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石
鑑
二
、

石
鎌
五
、

石
麩
コ
、

論
説
欺
山
ハ
、
　
柏
粥
利
器
一
諾

『
歴
史
学
報
』
一
〇

層
の
板
石
層
の
間
か
ら
石
剣
一
本
が
、
そ
し
て
第
三
と
簾
閣
の
板
石
周
の
問

か
ら
は
、
石
剣
一
本
と
石
斧
一
本
が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
見
さ
れ
た
と
言
う
。
報

告
線
金
元
龍
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
支
石
墓
の
地
下
構
造
は
、
元
来
、
土
．
壌

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
板
石
の
層
は
、
墳
の
蓋
石
製
存
在
で
石
器
類
は
そ

の
板
石
の
層
と
麟
の
間
に
分
離
し
て
副
葬
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
解
釈

で
あ
る
。

　
金
元
龍
教
授
の
以
上
の
解
釈
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
本
鋼
は
、
．
朝
鮮
半
島
の

支
細
鱗
と
し
て
、
構
造
の
点
で
も
ま
た
醐
葬
品
の
繊
土
状
態
の
点
で
も
、
い

ま
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

慶
尚
南
道
金
海
郡
長
有
瀬
茂
漢
里
撮
土
の
石
剣
は
、
漿
白
色
の
帆
鞘
板
岩
を

も
端
的
に
あ
ら
．
わ
れ
る
が
、

線
の
反
り
が
鈍
く
な
っ
て
鐸
と
旗
頭
の
斗
出
が
弱
ま
る
傾
向
と
、

逆
に
、
鐸
と
筆
頭
を
強
く
斗
繊
さ
せ
る
傾
向
で
あ
る
。
金
海
茂
漢
里
の
石
剣

が
欝
二
の
傾
向
の
極
端
な
例
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
代
表
例
は
品
凍
郡
熊
南
雲
外
洞
黒
の
嗣
様
の
遺
跡
か
ら
出
た
石
剣
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
金
元
龍
博
士
は
、
こ
の
種
の
も
の
を
金
海
一
畠
原
式
石
剣
と
呼

ぶ
こ
と
を
提
燃
し
た
。

　
さ
て
、
金
南
学
漢
里
の
石
剣
と
一
緒
に
出
た
遺
物
と
し
て
は
、
磨
製
石
鐡

八
本
（
・
り
ち
癖
兀
存
六
本
）
、
　
批
椙
玉
瓢
一
個
、
　
⊥
工
嬰
冊
片
四
阿
占
…
、
　
錐
利
器
残
片
鷺
一
国
醐
が

あ
る
。
石
鎌
は
有
茎
椰
薬
形
、
長
さ
一
八
糎
の
大
形
品
を
含
む
。
管
玉
は
淡

緑
色
の
石
で
、
大
が
長
さ
王
糎
に
径
○
．
八
糎
、
小
が
長
さ
一
．
八
糎
に
径

［
　
磨
研
し
て
作
っ
た
唄
W
嵩
形
式
で
あ
る
が
、

　
　
剣
把
の
部
分
の
極
端
な
誇
張
が
躍
に
つ
く
。

　
　
全
長
閥
六
糎
と
い
う
の
は
、
既
発
見
の
石

　
　
剣
中
、
最
大
の
部
に
入
る
。
剣
士
の
部
分

　
　
は
、
長
さ
四
・
一
糎
に
対
し
、
左
右
に
突

　
　
出
し
た
鐸
の
長
さ
二
六
・
五
糎
、
三
頭
は

　
　
一
端
を
欠
失
し
た
が
元
来
は
三
一
拠
の
長

　
　
さ
と
推
定
さ
れ
る
（
第
玉
図
）
。
朝
鮮
磨
製

　
　
石
剣
の
退
行
形
は
、
有
旧
式
の
鋼
把
に
最

そ
れ
に
は
こ
つ
の
傾
向
が
あ
る
。
剣
把
の
双
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
と
は
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○
・
八
糎
で
あ
る
ひ
土
器
破
片
は
丹
塗
磨
研
、
軽
く
外
反
し
た
口
縁
部
を
持

つ
有
無
小
形
の
壷
の
も
の
か
。
銅
利
器
残
片
の
う
ち
二
点
は
鎌
の
鑛
の
一
部

分
で
、
あ
と
の
一
点
（
第
－
麟
右
端
）
は
剣
の
鑛
の
一
部
ら
し
く
劇
り
こ
み
が

見
え
る
。
．
い
ず
れ
に
せ
よ
、
石
剣
と
銅
利
器
の
共
存
は
珍
ら
し
く
、
そ
れ
ら

が
次
の
よ
う
な
支
石
墓
の
副
葬
晶
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
。

　
そ
の
鵡
土
遺
跡
に
つ
じ
て
は
、
積
石
塚
の
よ
う
な
外
観
の
石
稜
の
構
造
で
、

長
方
形
の
竪
穴
式
石
室
の
な
か
か
ら
、
東
枕
の
伸
展
葬
で
あ
っ
た
と
想
像
さ

れ
る
よ
う
な
状
態
で
、
遺
物
が
見
出
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
金
元
龍
博

士
は
、
現
地
を
視
て
、
こ
れ
は
典
型
的
な
爾
鮮
式
の
支
石
墓
で
あ
っ
た
と
推

　
　
＼
・
、
，
～

A
だ
／

／醤
t．　．x／．

1］］！］J－i

rle

㎞
〔iii二＿

ノ’ Ksx
　づ

　　　　　　　　　　
〔…一一一 @　　　　　　二＝コ

　第1図　金海茂渓里支石下出土の磨製
　　　　　石剣・石鎌・銅利器片

測
し
た
．
す
な
わ
ち
、
近
接
し
た
と
こ
ろ
に
現
存
す
る
碁
盤
形
支
石
墓
と
同

様
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
上
部
の
構
造
が
取
除
か
れ
、
下
部
の
構
造
の

み
が
の
こ
っ
た
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
。
碁
盤
形
支
石
墓
の
下
部
構
造
に
、

被
石
塚
に
似
た
石
の
堆
積
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
石
室
ま
た
は
石
棺
を
包
蔵

　
　
　
　
　
⑧

す
る
例
は
大
過
そ
の
他
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
半
島
南
部
で
は
、
支
石
墓
か
ら
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
場
會
、
磨
製
石
剣
か

暦
製
石
鎌
…
、
あ
る
い
は
両
者
の
共
存
、
と
く
に
一
本
の
石
釧
に
数
本
な
い
し

十
教
本
の
石
鐡
を
伴
う
例
が
最
も
多
い
。
し
か
し
、
鋼
製
晶
を
倖
う
こ
と
は
、

め
っ
た
に
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
金
海
商
韓
紅
支
石
墓
か
ら
、
石
剣
と

　
　
　
　
　
　
石
鐡
に
ま
じ
っ
て
、
鍬
お
よ
び
鋼
と
思
わ
れ
る
青
銅
製
晶

…
－
、
－
馬

　
　
　
　
＝

－
短

冒

ー
ー
ー
ー
1
1
一
；
ハ
層
》

が
見
出
さ
れ
た
の
は
、
ひ
ど
く
銃
び
た
破
片
で
あ
っ
て
も
、

特
2
4
に
重
要
な
三
昧
を
も
つ
。
　
な
ぜ
な
ら
ば
、
　
こ
れ
は

磨
製
石
剣
と
銅
利
器
と
の
共
存
を
実
証
す
る
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
例
と
し
て
学
界
に
知
ら
れ
て
き
た
全
羅
権
道
高
興
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

豆
原
蒲
帆
盤
里
支
石
墓
群
の
三
晃
に
次
ぐ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
上
、
　
高
興
雲
璽
型
の
支
石
墓
群
で
は
、
　
磨
製
石
剣

と
銅
剣
破
片
が
別
箇
の
埋
葬
境
か
ら
晃
娼
さ
れ
た
の
に
対

し
、
金
海
茂
渓
盤
の
星
合
は
明
か
に
工
文
石
身
内
に
共
存

し
て
い
た
か
ら
、
よ
り
正
確
な
共
存
例
を
加
え
た
と
言
え

よ
う
。
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3

　
考
古
学
者
が
細
形
銅
剣
と
呼
ぶ
型
式
の
銅
剣
は
、
銅
矛
・
慈
父
と
と
も
に
、

朝
鮮
の
初
期
金
属
文
化
を
代
蓑
す
る
銅
利
器
で
あ
り
、
半
島
の
北
か
ら
南
に

か
け
て
ひ
ろ
く
分
布
す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
に
学
界
に
知
ら
れ
た
数

は
、
剣
だ
け
で
も
百
を
下
ら
な
い
。
戦
後
も
、
す
く
な
か
ら
ぬ
嵐
二
言
が
北

鮮
の
考
古
学
巻
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
も
慶
州
二
巴
三
三
土

遺
漏
を
は
じ
め
著
し
い
銅
剣
類
の
発
見
が
報
告
さ
れ
た
．
禽
、
韓
国
国

立
博
物
館
で
見
た
鋼
剣
類
の
な
か
で
は
、
忠
清
南
道
扶
余
草
草
村
画
蓮
華
量

轟
土
の
も
の
が
最
も
私
の
注
意
を
ひ
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
伴
出
遺
物
と
置

土
遣
跡
が
特
殊
で
あ
る
と
み
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
四
本
の
細
形
銅

に
勾
玉
の
形
を
し
た
法
学
一
穎
と
細
線
文
鏡
の
破
片
が
伴
っ
て
、
原
始
的
な

石
室
墳
か
ら
穿
て
き
た
と
い
う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
、
現
場
に
赴
い
て
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
た
国
立
薄
物
館
の
金
載
元
館
長
ら
が
明
ら
か
に
し
た
。

　
遺
跡
と
遺
物
鵬
土
状
態
に
つ
い
て
、
私
が
聞
い
た
と
こ
ろ
を
記
す
と
、
次

の
如
く
で
あ
る
。

　
忠
清
南
道
扶
養
郡
草
村
面
蓮
華
里
に
お
い
て
、
か
っ
て
砂
防
工
事
の
際
、

巨
石
が
戯
た
と
い
う
所
を
、
土
地
の
人
が
再
び
掘
り
お
こ
し
て
銅
剣
三
本
を

見
つ
け
た
の
は
、
一
九
六
一
年
か
六
二
年
の
こ
と
で
、
そ
の
後
も
う
一
本
目

銅
剣
が
撮
九
。
一
九
六
三
年
に
国
立
頭
物
館
か
ら
金
載
元
館
長
ら
が
繊
か
け

て
行
っ
て
遺
跡
を
調
べ
た
。
遺
跡
は
、
岩
盤
に
掘
り
こ
ん
だ
竪
穴
の
な
か
に

石
室
を
造
っ
た
も
の
で
、
南
東
東
か
ら
北
西
瀬
に
長
く
、
一
米
四
五
の
長
さ

に
巾
が
五
五
纏
、
深
さ
が
北
壁
で
五
五
糎
あ
り
、
北
西
部
の
側
壁
と
底
石
は

原
状
を
と
ど
め
て
い
た
。
蓋
に
は
板
石
を
用
い
、
側
壁
は
一
重
に
板
石
を
た

て
並
べ
た
。
蓋
と
底
の
石
材
は
同
質
だ
が
、
側
石
は
ち
が
う
と
言
う
。

　
金
館
長
ら
が
現
場
で
発
見
し
た
の
は
、
勾
玉
状
の
飾
玉
だ
け
で
あ
っ
た
。

細
文
鏡
の
破
片
二
側
は
、
土
地
の
人
達
が
掘
り
出
し
た
土
の
な
か
か
ら
採
集

さ
れ
た
。
こ
の
飾
玉
と
追
書
の
発
見
が
、
石
室
の
構
造
を
確
か
め
得
た
こ
と

と
摺
ま
っ
て
、
本
遺
跡
の
考
古
学
的
意
義
を
重
要
な
も
の
に
す
る
。
飾
玉
が

隔
壁
の
西
か
ど
か
ら
三
〇
糎
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
銅
剣

は
石
室
の
東
部
か
ら
鵬
た
と
言
う
。

　
四
本
の
銅
剣
は
大
小
差
が
あ
り
、
最
大
の
も
の
で
長
き
三
一
．
三
指
、
最

小
の
も
の
は
長
さ
二
〇
糎
で
あ
っ
た
。
三
本
は
漆
黒
の
鮮
鋭
な
鋳
上
り
を
示

す
が
・
一
本
は
白
緑
班
の
多
い
青
銅
質
で
漫
濾
し
て
、
両
刃
の
様
子
な
ど
全

く
わ
か
ら
な
い
。
前
者
は
三
本
と
も
刃
こ
ぼ
れ
が
ひ
ど
い
が
、
鏑
に
も
両
刃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
も
や
や
目
立
っ
た
割
方
が
あ
っ
て
、
梅
原
博
士
が
細
分
し
て
第
二
類
と
さ

れ
た
も
の
の
な
か
に
入
る
と
思
う
。
第
2
図
の
右
端
が
、
後
に
出
た
と
い
う

剣
で
あ
る
。

　
鏡
片
は
、
第
3
図
に
示
す
よ
う
に
、
背
文
が
隣
接
す
る
三
角
形
を
方
向
を

異
に
す
る
平
行
線
で
秘
め
た
一
種
の
組
文
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
細
線
鋸
歯
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鶴
一
1

文
鏡
の
も
の
と
知
る
。
し
か
し
、
二
片
と
も
磨
滅
損
傷
が
ひ
ど
く
、
銑
び
て

い
る
の
で
、
肝
心
の
鉦
の
部
分
と
縁
の
部
分
の
原
状
が
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、

も
と
一
期
分
の
二
破
片
な
の
か
、
別
の
鏡
の
も
の
か
も
、
は
っ
き
り
…
冨
え
な

い
が
、
と
も
に
直
径
約
一
〇
糎
の
鏡
の
破
片
で
あ
る
。
ま
た
白
面
の
色
を
呈

し
、
文
様
の
鋳
猷
は
鈍
く
、
型
く
ず
れ
が
あ
る
の
で
、
粗
造
の
類
に
入
れ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ば
な
ら
な
い
。
伝
平
安
南
道
．
翫
山
出
土
の
鉛
箔
の
一
面
の
文
様
に
最
も
類
似

り
　
　
　
　
　
　
じ
ヒ
　
　
　
む

つ
る
と
厄
う

　
勾
蒸
器
の
飾
玉
（
第
2
図
上
）
は
、
白
班
を
雑
え
た
淡
い
碁
色
の
石
で
、
キ

Y　V　W　laY」　L　o
第2図　忠溝南道扶余郡草村面蓮華里

　　出土銅剣と飾玉

係
の
確
認
は
、
重
要
な
貢
献
で
あ
る
。

石
案
か
ら
嵩
た
と
い
う
事
実
に
深
い
関
心
を
払
わ
ざ
る
を
得
な
い

　
扶
余
財
急
心
蓮
華
灘
の
遺
跡
の
状
態
は
私
に
、
鳥
居
龍
蔵
博
士
が
大
正
夕

霧
（
6
賦
）
難
じ
扶
余
の
佳
増
盤
で
調
査
し
た
石
鐡
石
剣
を
出
し
た
石
室
の
状

態
を
思
い
鴫
さ
せ
る
。
も
っ
と
も
佳
増
毘
の
場
脅
に
は
、
蓋
石
に
つ
い
て
な

に
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
厚
い
石
を
立
て
な
ら
べ
て
側
壁
を
作
ウ
、
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

号
と
第
隣
号
は
板
状
の
石
を
敷
い
て
旅
と
し
た
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
の
構
造

は
、
　
㎝
，
紐
奮
せ
蝋
石
綜
鵜
と
は
言
え
な
い
の
で
、
私
は
「
、
原
始
石
室
」
と
「

ラ
キ
う
し
た
光
沢
を
発
す
る
。
天
河
石
で
あ
ろ
う
か
。

勾
玉
状
と
誉
口
う
が
、
古
墳
か
ら
出
る
勾
玉
の
よ
う
に
頭

部
と
か
尾
部
と
か
区
溺
で
き
る
よ
う
な
太
さ
の
変
化
は

な
い
。
背
（
外
）
の
方
に
と
が
り
、
腹
（
内
）
側
が
厚
い

の
で
身
の
断
諏
は
三
角
形
に
近
い
。
玉
環
を
真
半
分
に

翻
っ
た
よ
う
な
形
で
あ
る
。
そ
の
…
端
に
…
孔
を
貫
通

し
た
の
は
、
重
飾
の
玉
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
雄
塞

松
見
洞
只
塚
耕
土
の
飾
玉
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
形
が

整
っ
て
大
き
い
。
な
お
、
こ
こ
で
、
旧
朝
鮮
総
督
府
博

物
館
の
陳
列
品
書
に
類
似
の
飾
玉
が
一
顯
あ
っ
た
こ
と

を
附
記
し
て
お
く
。

　
細
形
釧
…
剣
、
多
量
一
文
鏡
、
勾
玉
状
飾
玉
の
共
存
関

　
　
　
　
　
　
　
私
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
が
原
始
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
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第3図　忠南扶余草堂面蓮華里出土

　　　　鏡片拓本（細形銅剣と伴出）

製
石
鎌
…
・
石
庖
丁
・
石
斧
。
赫
褐
色
無
文
土
器
・
丹
塗
磨
研
土
器
な
ど
、

器
時
代
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
磨
製
石
剣
が
細
形
銅
剣
を

模
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
定
説
に
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、

銅
剣
の
類
が
磨
製
石
剣
・
石
鐡
以
下
の
副
葬
品
リ
ス
ト
に
名
を
連
ね
る
こ
と

は
、
前
項
金
海
茂
漢
里
所
在
の
支
石
墓
の
発
見
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

と
思
う
。

　
他
方
、
磨
製
石
剣
以
下
、
石
器
時
代
的
な
副
葬
品
を
出
す
前
述
の
埋
葬
杜

か
ら
、
銅
剣
の
類
だ
け
を
出
土
し
た
例
が
あ
る
か
ど
う
か
。
前
に
言
及
し
た

全
南
高
著
郡
豆
類
面
多
占
一
里
支
石
墓
群
に
お
け
る
銅
剣
破
片
の
発
見
は
確
か

に
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
　
こ
の
銅
剣
片
の
質
も
形
も
、
　
い
わ
ゆ
る

し
た
が
、
三
上
次
男
博
士
の

　
　
　
　
　
⑮

言
う
「
石
棺
墓
」
の
範
購
に

入
る
も
の
。
こ
の
種
の
石
棺

墓
は
、
南
鮮
で
は
、
組
合
箱

式
石
棺
と
と
も
に
、
し
ば
し

ば
、
碁
盤
形
支
石
墓
の
地
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

構
造
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
埋
葬
祉
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

副
葬
さ
れ
た
品
物
の
リ
ス
ト

を
み
る
と
、
磨
製
石
剣
・
磨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

「
細
形
銅
剣
」
と
は
、
趣
を
異
に
す
る
。
第
二
の
例
と
し
て
は
、
　
「
ソ
ウ
ル

　
　
　
・
　
　
　
　
　
⑱

東
郊
外
の
史
前
遺
蹟
」
の
一
つ
、
田
老
里
の
発
見
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

故
横
山
将
三
郎
教
授
に
よ
れ
ば
「
割
石
で
囲
ま
れ
た
広
さ
は
畳
一
枚
ほ
ど
の

も
の
で
あ
っ
て
東
西
に
長
く
な
っ
た
矩
形
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
完
全
な

銅
剣
一
本
と
銅
銅
製
尖
頭
器
一
本
と
が
出
土
し
た
。
…
…
な
お
土
器
が
一
個

伴
出
し
た
」
と
い
う
。
私
の
記
憶
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
銅
剣
は
、
細

形
銅
剣
第
二
類
の
形
で
あ
り
、
尖
頭
羅
と
と
も
に
漆
黒
色
の
鋭
利
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　
志
度
草
村
面
蓮
華
里
の
発
見
は
、
し
た
が
っ
て
、
銅
剣
の
類
が
南
鮮
土
着

文
化
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
埋
葬
肚
か
ら
出
た
第
三
の
例
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
も
、
細
線
文
鏡
と
勾
玉
の
形
に
似
た
飾
玉
を
伴
出
し
た
点
で
ソ
ウ

ル
東
部
四
総
譜
の
場
合
と
同
様
、
初
期
金
属
文
化
と
し
て
は
、
明
ら
か
に
第

　
次
的
な
文
化
の
所
産
で
あ
る
。

4

　
私
は
、
最
後
に
、
全
羅
南
道
霊
岩
か
ら
出
た
と
言
わ
れ
る
一
群
の
銅
利
器

錯
鞄
の
こ
と
を
述
べ
た
い
。
崇
実
大
学
（
ソ
ウ
ル
市
）
の
金
良
善
教
授
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
あ
る
銃
鞄
群
は
、
私
が
今
回
韓
国
で
見
せ
て
も
ら
っ
た

新
資
料
中
、
最
も
私
の
心
を
と
ら
え
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
私
に
与
え
ら
れ

た
滞
在
期
間
が
終
る
前
日
の
午
後
、
金
良
善
教
擾
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
見
学
が
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許
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
と
き
は
も
う
～
点
一
点
を
精
し
く
観
察
す
る
だ
け

の
時
間
は
の
こ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
同
教
擾
は
鋳
萢
に
つ
い
て
は
近

日
中
に
発
表
す
る
か
ら
、
実
測
・
写
真
撮
影
・
拓
本
と
り
な
ど
の
記
録
作
り

は
遠
慮
し
て
ほ
し
い
と
求
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
結
局
、
展
示
さ
れ
た

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
瞥
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
こ
こ
で

記
述
す
る
の
は
、
い
か
に
も
お
こ
が
ま
し
い
が
、
鋳
箔
に
つ
い
て
は
、
幸
い
、

金
良
善
教
授
自
身
が
「
再
考
を
要
す
る
磨
製
石
剣
の
形
式
分
類
と
下
形
の
甲

羅
」
を
論
じ
た
際
、
言
及
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
論
文
を
載
せ
た
『
古
文
化
輪

第
一
輯
は
、
日
本
で
は
入
手
園
難
で
あ
る
か
ら
、
関
係
の
部
分
を
こ
こ
に
紹

介
す
る
の
も
無
益
で
は
な
か
ろ
う
。

　
金
良
善
教
授
が
岡
論
文
中
で
そ
の
叢
薄
の
群
に
つ
い
て
い
か
に
記
述
し
て

い
る
か
、
初
め
か
ら
順
に
記
し
て
ゆ
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
解
放
以
後
に
鵠
撫
し
た
金
石
併
用
期
の
遺
物
は
多
心
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
、

そ
の
主
要
な
も
の
を
数
．
え
た
な
か
に
「
各
種
銅
兵
器
の
鋳
麓
十
三
個
」
が
あ

る
。
そ
し
て
磨
製
石
剣
に
関
係
あ
る
新
資
料
若
干
を
紹
介
し
た
そ
の
3
に

「
全
南
霊
岩
出
土
朝
鮮
式
銅
父
の
鎧
萢
」
を
挙
げ
「
一
九
六
〇
年
霊
岩
か
ら

十
余
種
の
ち
が
っ
た
鈷
萢
と
一
緒
に
心
土
し
た
」
と
記
す
（
以
上
は
『
古
文
化
軸

第
…
輯
7
頁
）
。

　
ま
た
門
越
南
霊
岩
率
土
の
錯
鞄
は
、
い
ま
ま
で
、
我
国
か
ら
発
見
さ
れ
た

銅
兵
器
の
全
部
を
包
含
し
た
だ
け
で
な
く
、
未
発
見
に
属
す
る
異
形
兵
器
の

鋸
萢
も
す
く
な
く
な
い
扁
と
記
し
、
続
け
て
「
そ
の
上
、
鋳
鞄
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
銅
剣
と
懲
懲
の
形
態
は
、
大
同
郡
将
泉
洞
出
土
の
鋳
萢
に
あ
ら
わ
れ

て
い
る
そ
れ
と
は
、
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
精
巧
な
も
の
で
、
石
窯
里
幽
土
の

銅
製
と
入
蓋
里
出
土
の
銅
剣
と
同
様
、
最
も
典
型
的
な
も
の
に
比
べ
ら
る
べ

き
で
あ
る
」
と
そ
の
す
ぐ
れ
た
作
柄
を
た
た
え
、
　
「
か
よ
う
な
事
実
は
、
我

国
の
銅
兵
器
の
種
類
が
多
か
っ
た
こ
と
を
菰
明
し
て
余
り
あ
り
」
と
し
て
い

、
る
（
同
上
9
頁
）
。
　
「
霊
岩
出
土
の
三
組
の
朝
鮮
式
銅
剣
の
鋳
萢
扁
と
い
う
条

　
（
同
上
1
0
頁
）
は
、
数
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、
間
論
文
に
附

載
の
図
版
（
第
3
）
か
ら
は
、
「
朝
鮮
製
糸
父
」
の
鐙
苑
は
、
す
く
な
く
と
も

二
個
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
以
上
精
し
い
こ
と
は
、
近
く
発
表
の
予
定
と
い
う
金
良
善
教
授
の
記

述
に
ま
つ
ほ
か
な
い
。
私
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
字
通
り
の
～
魯
が
で

き
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
何
も
つ
け
加
え
る
資
格
は
な
い
が
、
そ
の
と
ぎ
の

記
億
に
の
こ
っ
た
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
く
。

　
私
が
見
せ
て
も
ら
っ
た
錯
箔
は
、
こ
の
一
括
繊
土
融
の
す
べ
て
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
剣
、
父
、
斧
、
馨
、
お
よ
び
釣
針
状

の
鉤
の
五
種
類
の
銘
箔
が
確
か
に
あ
っ
た
。
朝
鮮
に
お
け
る
初
期
金
属
文
化

の
遺
物
と
し
て
は
、
銅
盤
は
珍
ら
し
く
、
鋼
斧
、
銅
鉤
の
類
は
知
ら
れ
て
い

な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
の
二
七
は
、
金
良
善
教
授
の
「
未
発
見
に
属
す
る
異
形

兵
器
の
飛
報
漏
に
あ
た
る
。
ま
た
、
遺
教
擾
は
「
全
爾
霊
岩
出
土
の
銘
箔
は
、
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い
ま
ま
で
我
国
か
ら
発
見
さ
れ
た
銅
兵
器
全
部
を
包

含
す
る
」
と
言
は
れ
た
。
私
が
見
た
限
り
で
は
剣
と

爽
の
錯
箔
は
あ
っ
た
が
、
鉾
の
錯
箔
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
記
憶
が
な
い
。

　
そ
れ
ら
は
す
べ
て
石
製
錯
箔
で
あ
っ
た
。
や
や
黄

色
味
を
お
び
た
白
灰
色
で
あ
っ
た
と
記
億
す
る
が
、

手
で
触
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の

石
質
が
何
で
あ
る
か
、
は
っ
き
り
言
え
な
い
。
見
た

目
に
は
、
滑
石
と
い
う
よ
り
は
、
堅
緻
な
砂
岩
の
よ

う
に
見
え
た
。
見
せ
て
も
ら
っ
た
限
り
、

・
す
る
と
と
も
に
、

．
麟
聡
慧
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
財
形
で
あ
っ
た
の
に
驚
嘆

　
　
　
　
　
　
そ
れ
ら
が
一
箇
所
か
ら
揃
っ
て
出
土
し
た
と
言
わ
れ
て
も
、

そ
れ
を
否
定
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
外
観
に
関
す
る
限
り
な
い
と
思
っ
た
。

　
剣
の
三
皇
を
見
た
と
き
、
私
は
反
射
的
に
戦
前
か
ら
学
界
に
知
ら
れ
た
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

安
南
道
大
同
郡
栗
里
面
将
泉
里
出
土
の
細
形
銅
剣
の
断
面
を
想
い
お
こ
し
た
。

同
様
に
、
長
方
形
の
箔
の
両
面
に
細
形
銅
剣
の
形
を
彫
り
こ
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
私
が
見
た
の
は
二
個
で
あ
っ
た
と
記
配
す
る
。
し
か
し
、
　
「
三
組
の
朝

鮮
式
銅
剣
の
錯
箔
」
が
あ
っ
た
と
い
う
、
前
掲
の
金
良
善
教
授
の
記
載
か
ら
、

実
際
に
は
合
せ
型
が
三
組
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
将
並
等
例
と
同
様
、

剣
形
の
彫
り
こ
み
は
二
枚
の
型
を
合
せ
た
と
き
、
ナ
カ
ゴ
の
末
端
が
湯
口
に

な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
墨
形
の
彫
り
こ
み
の
部
分
は
、
一
面
に

第4図　全州霊岩出土と伝うる朝鮮

　　　　式銅2の鋳型　（〃古文化”

　　　　第1輯より転載）

煤
け
た
黒
色
に
か
わ
っ
て
い
た
。
箔
の
小
口
の
部
分
に
あ
ら
わ
れ
た
湯
口
、

つ
ま
り
茎
の
末
端
に
あ
た
る
部
分
の
ま
わ
り
も
、
煤
け
た
黒
色
が
石
に
浸
透

し
て
事
項
の
よ
う
に
見
え
た
。
そ
し
て
、
型
の
合
せ
目
の
印
で
あ
る
縦
線
を
、

湯
口
の
両
側
に
二
本
刻
ん
で
あ
っ
た
。
お
よ
そ
の
大
き
さ
は
、
長
さ
三
五
糎
、

巾
八
糎
、
厚
さ
三
－
四
糎
で
あ
っ
た
。

　
父
の
鋳
箔
は
二
個
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
金
良
善
教
授
論
文
の
図
版
3

（
第
4
図
は
そ
の
転
載
）
か
ら
は
、
す
く
な
く
と
も
二
個
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。

同
教
授
が
「
朝
鮮
式
善
趣
の
鋳
箔
」
と
言
う
と
お
り
、
彫
り
こ
ま
れ
た
尊
翁

は
、
朝
鮮
半
島
の
北
か
ら
南
に
か
け
て
分
布
す
る
、
嘗
て
の
「
ク
リ
ス
形
厳

父
」
の
形
で
あ
る
。
そ
の
鋒
部
の
巾
が
狭
く
、
関
心
の
長
さ
が
短
い
こ
と
に
、

注
意
し
た
い
。
木
鞘
を
伴
っ
た
こ
と
で
著
聞
の
平
壌
貞
栢
里
出
土
銅
戊
（
『
朝
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鮮
古
文
化
綜
鑑
駈
第
一
巻
園
版
第
六
1
8
）
に
比
べ
る
と
、
細
部
の
形
は
類
似
す

る
が
関
部
は
短
い
。
そ
れ
よ
り
は
伝
忠
清
仁
道
巌
土
の
鋼
文
（
同
上
図
版
第
三

四
卿
）
の
方
が
こ
れ
に
近
い
形
で
あ
る
。
剣
の
鐙
篭
と
同
様
、
彫
り
こ
ま
れ

た
文
形
は
煤
け
た
黒
色
と
な
り
、
　
「
内
」
の
末
端
が
範
の
小
口
に
開
い
て
湯

口
と
な
る
。
小
口
中
央
の
縦
の
縫
線
は
、
型
を
合
せ
る
と
き
の
緊
縛
の
た
め

の
も
の
と
み
た
。

　
斧
の
黙
座
は
、
馨
と
鉤
の
鈴
箔
と
と
も
に
、
剣
・
文
の
鉛
簿
よ
り
も
ず
っ

と
小
形
で
あ
っ
た
。
斧
の
形
は
器
を
持
つ
縦
に
長
い
短
冊
形
、
馨
も
袋
部
を

持
つ
式
で
あ
っ
た
。
鉤
は
逆
刺
つ
き
釣
針
に
似
た
形
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
の

一
般
的
な
釣
針
よ
り
は
大
形
で
あ
っ
た
。
残
念
乍
ら
、
斧
以
下
の
鋳
箔
に
つ

い
て
は
、
時
問
の
関
係
で
、
詳
し
ぐ
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、

甚
だ
不
確
か
な
記
憶
し
か
な
い
。

5

　
以
上
、
私
は
、
金
属
文
化
初
期
に
関
す
る
新
出
資
料
の
｛
部
を
紹
介
し
、

所
見
を
添
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
朝
鮮
考
古
学
界
に
と
っ
て
も
重

要
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
私
は
、
こ
こ
で
、
試
み
に
朝
鮮
に
お
け
る
初
期
の
金
属
文
化
に
関
す
る
遺

物
を
、
銅
製
の
利
器
す
な
わ
ち
細
形
銅
剣
・
銅
黄
・
銅
鉾
が
代
表
す
る
第
一

次
的
な
も
の
と
、
磨
製
石
剣
・
石
鎌
を
標
識
と
す
る
第
二
次
的
な
も
の
に
分

け
て
み
る
。
第
一
次
的
な
も
の
r
銅
鋼
・
銅
矛
・
銅
愛
な
ど
一
は
、
中

国
を
含
む
ア
ジ
ア
大
陸
の
ど
こ
か
に
母
胎
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
半
島
に
入

　
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
グ
ル
…
プ
で
、
金
属
製
晶
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
出
光
遺
跡
を
検
討
す
る
と
、
明
確
な
遺
構
の
も
の
に
限
れ
ば
、
土
壌
墓

あ
る
い
は
地
下
の
妻
事
墓
と
い
う
形
式
の
埋
葬
肚
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
細
形
銅
剣
を
手
本
と
し
て
作
ら
れ
た
磨
製
石
剣
に
よ

　
っ
て
代
表
さ
れ
る
第
一
一
次
的
な
も
の
は
、
共
存
遺
物
の
リ
ス
ト
を
検
討
す
れ

ば
、
す
べ
て
、
石
器
横
代
以
来
の
伝
統
を
ひ
く
も
の
ば
か
り
で
、
土
着
文
化

の
直
書
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
出
土
遺
蹟
と
し
て
、
性
質
の
明
確

な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
埋
葬
舐
で
あ
る
と
こ
ろ
の
組
合
箱
式
石
棺
・
石
室
・

支
石
墓
の
類
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
乗
だ
嘗
っ
て
、
土
煙
墓
あ
る
い
は
地
下

木
榔
慕
か
ら
発
見
さ
れ
た
例
を
き
か
な
い
。

　
初
期
金
属
文
化
第
一
次
と
そ
れ
を
受
容
し
た
第
二
次
の
文
化
と
の
闇
に
は
、

以
上
の
よ
う
な
明
確
な
、
あ
る
い
は
き
わ
だ
っ
た
差
が
あ
る
。
本
篇
の
2
の

後
半
に
紹
介
し
た
金
海
茂
渓
羅
支
石
墓
の
調
査
は
、
第
二
次
文
化
の
な
か
に
、

た
ま
た
ま
入
り
こ
ん
だ
第
一
次
文
化
の
痕
跡
を
あ
き
ら
か
に
し
、
3
に
述
べ

た
扶
余
草
村
瀬
甦
華
里
石
室
内
に
銅
剣
・
細
線
文
鏡
・
節
事
を
翻
鈍
し
た
墓

．
，
実
と
と
も
に
、
第
一
次
文
化
と
舞
二
文
化
の
接
触
を
示
す
ま
れ
な
資
料
と
言

え
よ
う
。
も
っ
と
も
両
者
が
接
触
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
あ
り
得
な
い

こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
捲
触
を
示
す
砦
、
古
学
的
出
土
例
が
稀
少
で
あ
っ
た
こ
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ど
が
、
私
に
は
む
し
ろ
不
思
議
で
あ
る
。
将
来
、
両
者
の
交
渉
を
実
際
に
証

明
す
る
風
土
例
が
ふ
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
4
で
扱
っ
た
一
群
の
鋳
型
は
、
全
南
学
岩
の
出
土
と
い
う
所
伝
が
真
実
と

す
れ
ば
、
朝
鮮
出
土
の
鋭
利
な
銅
剣
・
銅
矛
・
鋼
父
の
類
は
、
す
べ
て
大
陸

か
ら
の
舶
載
と
み
て
き
た
学
説
に
待
っ
た
を
か
け
た
こ
と
に
な
る
。
な
る
ほ

ど
、
戦
前
か
ら
細
形
銅
剣
・
鍾
金
具
・
小
銅
鐸
な
ど
の
鋳
型
が
発
見
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
半
島
内
で
も
銅
利
器
や
鐸
の
鋳
造
が
行
は
れ
た
こ
と
に
疑

念
を
も
つ
も
の
は
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
な
に
ぶ
ん
に
も
、
漢
文
化
の
濃
厚

．
な
平
磯
附
近
に
著
し
か
っ
た
の
で
、
そ
の
鋳
造
は
侵
入
し
て
き
た
大
陸
文
化

に
属
す
る
鋳
物
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い

た
と
思
う
。
平
壌
附
近
を
外
れ
て
は
、
た
だ
江
原
道
高
城
郡
粁
風
面
臣
津
鰍

で
銅
鐡
の
、
同
渋
川
郡
通
川
邑
附
近
で
国
選
の
鋳
籍
断
片
が
一
個
つ
つ
採
集

さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
全
南
霊
岩
と
言
え
ば
、
半
島
の
最
も
西
南
の
端

に
近
い
。
そ
こ
か
ら
、
三
組
の
細
形
銅
剣
の
鋳
型
を
含
む
十
竃
個
の
鋳
型
が

一
緒
に
繊
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
既
往
の
鋼
利
器
鋳
型
の
分
布
図
は
塞

き
か
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
単
に
分
布
図
に
、
ド
ッ
ト
を
書
き
加

え
た
だ
け
で
畢
る
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
与
え
ら
れ
た
紙
教
が
尽
き
て
、

詳
し
く
私
見
を
述
べ
得
な
い
が
、
朝
鮮
出
土
の
銅
剣
・
鋸
盤
・
尊
父
は
鋭
利

な
も
の
と
難
も
、
大
陸
か
ら
の
舶
載
と
限
る
こ
と
は
嵐
来
な
く
な
っ
た
と
考

え
る
。
私
は
慶
州
附
近
に
お
け
る
関
係
遺
物
の
多
量
禺
土
と
併
せ
て
、
初
期

金
風
文
化
の
第
一
次
龍
な
も
の
が
、
朝
鮭
半
島
の
南
の
蜷
に
ま
で
及
ん
だ
証

拠
と
み
る
。
第
一
次
金
属
文
北
の
担
手
た
ち
は
、
単
に
、
製
蹴
と
し
て
の
鍋

兵
器
を
携
行
し
て
来
た
だ
け
で
な
く
、
半
島
に
住
み
つ
い
て
、
そ
こ
で
鋳
造

を
行
う
に
至
っ
た
。
し
か
も
、
彼
ら
は
石
器
時
代
以
来
の
文
化
を
保
っ
た
第

二
次
文
化
の
撞
手
た
ち
と
は
別
個
の
社
会
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
か
っ
て

の
私
見
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
さ
き
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
両
翼
の
間
に
は
、
埋
葬
祉
の
構
造
に
区
別
が
あ
り
、
伴
鵬
遺
物

の
リ
ス
ト
を
異
に
し
て
、
な
か
な
か
埋
り
そ
う
に
も
な
い
へ
だ
た
り
が
、
依

然
と
し
て
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
藻
塩
の
発
見
は
、

既
発
晃
の
鋼
剣
・
矛
・
父
の
類
の
な
か
に
、
半
島
内
で
作
ら
れ
た
も
の
が
相

当
多
事
あ
っ
て
よ
い
と
の
観
測
を
生
む
し
、
第
一
次
金
属
文
化
の
担
手
が
、

半
島
の
し
か
も
南
端
に
ま
で
根
を
お
ろ
し
て
、
そ
の
文
化
を
発
展
さ
せ
た
と

い
う
推
定
を
可
能
に
す
る
。
参
酌
の
北
九
州
に
お
け
る
第
一
次
金
属
文
化
の

発
現
に
緊
密
な
関
係
が
あ
る
こ
と
も
充
分
肯
定
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
剣
・

矛
・
父
の
兵
器
類
だ
け
で
な
く
、
墾
・
斧
と
い
う
よ
う
な
工
具
の
鋳
型
が
あ

り
、
鉤
の
鋳
型
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
は
、
そ
こ
に
根
を
お
ろ
し
た
金
属
文

化
が
大
陸
か
ら
の
借
り
も
の
で
な
い
固
有
の
も
の
に
劉
達
し
て
い
た
と
認
め

た
い
。
単
に
兵
器
の
類
だ
け
で
な
く
田
常
の
道
呉
の
類
を
鋳
造
し
て
い
た
証

拠
を
、
製
晶
は
護
照
に
遺
存
し
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
鋳
型
は
提
供
し
た
の
で

あ
る
。
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真
正
の
金
属
文
化
の
成
立
の
背
後
に
は
、
単
に
鋳
造
技
術
の
発
喪
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
青
鍋
の
材
料
で
あ
る
銅
や
錫
な
ど
を
断
え
ず
補
給

し
、
あ
る
い
は
、
製
品
の
分
配
が
鳩
来
る
交
易
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
、
そ
う

い
う
社
会
機
構
が
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る

第
一
次
金
属
文
化
の
撞
手
た
ち
の
社
会
に
は
、
そ
の
よ
う
な
機
構
が
存
続
し

て
い
た
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
鋳
型
群
は
、
物
語
っ
て
い
る
。
甑
4
3
古
学
上
ま
こ

と
に
重
要
な
資
料
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

①
　
韓
國
照
立
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
旧
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
に
も
、
為
様
の
方
法

　
で
、
埋
蔵
文
化
財
が
集
ま
っ
て
い
た
。

②
有
光
教
一
『
朝
鮮
磨
製
石
剣
の
研
究
紐
　
（
｝
九
五
九
）
一
五
ー
エ
ハ
頁
。

③
同
右
第
二
章
。

④
　
同
論
　
第
四
章
。

⑤
　
A
二
二
龍
『
歴
史
巌
窯
報
駈
第
ふ
1
二
輯
（
一
九
六
〇
）
　
（
韓
文
）
。

⑥
金
元
龍
『
東
亜
文
化
』
第
｝
輯
（
韓
文
）
。

⑦
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
『
博
物
餓
陳
列
贔
図
鑑
価
第
四
輯
第
一
葉
。
有
光
教
…

　
『
朝
鮮
磨
製
石
鋼
の
研
究
』
図
版
第
～
0
1
3
。

⑧
藤
田
亮
策
「
大
郎
大
鳳
町
支
店
石
墓
調
査
」
（
『
朝
鮮
古
蹴
研
究
会
昭
和
十
一
年

　
度
古
蹴
調
査
報
出
口
繍
猟
六
頁
日
以
下
及
び
『
同
ト
瀕
昭
「
和
十
一
二
年
度
古
蹟
湘
調
査
報
出
凱
』

　
八
一
頁
以
下
）
。

⑨
梅
原
末
治
・
藤
田
亮
策
『
朝
鮮
宵
文
化
綜
鑑
』
第
一
巻
（
昭
和
三
㎜
年
）
八
七

　
頁
。
有
光
教
一
『
朝
鮮
磨
製
石
郵
の
研
究
』
　
（
一
九
五
九
）
六
二
貰
。

⑩
　
金
元
龍
「
慶
州
九
政
婁
嵩
土
金
石
併
二
期
遺
物
に
つ
い
て
」
　
（
韓
文
）
　
『
歴
史

　
学
報
悟
第
一
撃
（
一
九
五
二
）
。

⑪
　
近
く
金
載
元
論
士
が
そ
の
報
告
を
『
二
藍
…
学
報
祉
に
発
冒
す
る
予
定
と
き
く
。

⑫
　
　
『
朝
鮮
古
文
化
綜
…
鑑
』
館
一
巻
六
丑
W
貝
。

⑬
　
『
鄭
鮮
古
文
化
綜
鑑
』
第
一
巻
図
版
第
四
四
。

⑭
　

『
朝
鮮
磨
製
石
硝
の
研
究
』
図
版
第
二
九
。

⑮
　
三
上
次
男
『
満
鮮
原
始
墳
墓
の
研
究
』
　
（
一
九
六
一
）
五
八
九
貰
以
下
。

⑯
　
斗
網
出
「
大
邸
大
鳳
晦
支
石
墓
一
調
｛
食
」
の
附
…
泌
及
び
図
版
、
た
と
え
ば
『
昭
和
十

　
一
年
度
古
触
蹴
調
査
報
焦
口
臨
図
版
第
六
五
i
六
八
、
　
『
昭
㎜
和
十
一
二
年
度
古
蹟
調
査
報

　
告
険
図
版
第
八
七
、
八
九
な
ど
参
照
。

⑰
　
　
『
朝
鮮
磨
製
贋
剣
の
研
究
』
鷺
難
買
i
五
六
買
及
び
三
上
高
曇
『
満
鮮
原
始
墳

　
墓
の
研
究
』
第
3
表
（
八
三
頚
）
　
・
第
4
表
（
八
六
頁
）
及
び
第
一
表
（
五
九
闘

　
獄
！
六
〇
コ
無
）
の
諸
表
を
参
昭
…
。

⑮
　
横
山
雪
三
郎
『
愛
知
火
学
論
三
口
ム
A
・
文
学
孤
醐
叢
駈
第
五
・
六
輯
（
昭
ハ
重
工
八
年
）

　
八
三
一
八
四
頁
。

⑲
　
　
『
朝
鮮
古
文
化
綜
鑑
』
第
一
巻
　
図
版
第
霊
芝
・
第
四
〇
、
七
工
－
七
凹
買
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
露
都
大
錨
教
授
）
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New　Materials　for　the　Study　of　Early

　　　　　　　Metal　Culture　in　Korea

by

Ky6ichi　Arimitsu

　　The　writer，　a　spocia｝ist　in　Korean　Archaeo1ogy，　visited　Korea　for

the　first　time　in　eighteen　years　in　the　autumn　of　1963，　and　inspected

museum　collections　and　excavation　sites．　ln　tl？e　present　article，　he

mentions　various　archaeoiogical　materials　of　particular　ineerest　whick

have　corrie　to　light　there　in　recent　years．　They　incluee　the　following：

（1）　Stone　daggers，　arrow－heads　and　a　celt　which　were　sandwiched　in

between　the　stone　layers　of　an　unusual　dolmen－lil〈e　structure　at　Yujonri，

Yongtong，　Cltungchong－puk－do．’ i2）’A　stone　dagger　with　an　elaborate

hiit　and　stone　ar・rowheads　which　were　discovered　with　bronze　imP1ements

at　a　site　in　Kimhae，　Kyongsang－nam－do．　（3）　Four　bronze　daggers，

a　bronze　mirror　with　a　decorative　pattern　composed　of　juxtaposed

triangles　containing　paral！el　lines，　and　a　magatama一1ike　bead　which

wer’e　found　ln　a　cist　grave　hollowed　out　of　rocl〈　iocated　at　Puyo，　Chung－

chong－nam－do．　（4）　A　group　of　two－part　mou｝ds　used　for　casting　bronze

implements　such　as　da．agers，　halberds，　chisels，　hooks　and　axes　which

were　discovered　at　Youngam，　Cholla－nam－do．

（31D


